
上区 集落実態調査 まとめ

◎自分が思う一番の理想の地域像

・若い人が増える
・バス等の路線の充実化（デマンドバスも含む）
・交流施設ができている
・ブータン・北欧のように幸福感の高い地域に
・草刈や除雪が楽になっている
・シェアハウスがほしい
・飯南病院の科が増えている

◎実際に取り組んでみたいこと

やってみたいことベスト３

◎だれがやる？

地域のみんな

個人

◎地域に子どもの声が聞こえるために
泉川団地と一緒に！！

・交流施設がある（集いの場）
・草刈や除雪が楽になっている

・ブータン・北欧のように幸福感
の高い地域になっている。
・シェアハウスがほしい
・若い人が増える

○どんなことに取り組んだら理想に近づける

交流の場づくりについて
・はない茶屋のように上区茶屋を作る

・泉川団地の子育て世代の人達と一緒
に地域行事をする
・世代間交流の食事会をする
・子どもが遊べる施設を作る
・空き家を活用してシェアハウス

（夏場は観光客宿泊、冬期は高齢者等
の宿泊施設）
・5集落で1つの拠点施設を作る

草刈、除雪、生活交通について

・草刈や除雪を請け負う会社の設立
（金額等を明確にし、情報発信をする）
・高齢者等の送迎体制をつくる（自治会輸送）
・乗り合わせタクシー
・個人個人が協力の精神をもつ

若い人が増える

・魅力ある観光地にする
（ラムネ銀泉やサイクリングイベント）
・出会いの場づくり
・民泊事業

シェアハウスについて

・空き家を活用
・夏期は観光客受入れて、冬期は高齢者の
冬期宿泊施設

1.小さな集いの場（食事会）

年に一度の集まり（イベント）

２．有償ボランティア
自治会輸送、生活支援など

３．茶屋（サロン）
集いの場づくり

・個人個人が協力の精神をもつ

上区
泉川
団地

子どもの声

地域行事をとおして若者世帯との
交流の場づくり（地域愛の醸成）



Bグループ 【すぐに出来そうな事】

（1年位～ ）
・ボランテイア活動
・乗り合わせボランティアタクシー
・イベント

（３年位～）
・食事会をする
・世代間交流
・子供が遊べる施設
・次の世代へつないで行く

（５年位～）
・シェアハウス冬場共同生活
・上区茶屋をスタート
・空家を利用
・シェアハウス（季節によって使い分ける）

冬場：地元の利用
夏場：観光客の利用

・５集落に一つの拠点施設をつくる

（将来）
・ブータン北欧の様になる（幸福感）

【時間がかかりそうなこと】

Aグループ 【すぐに出来そうな事】

（～1年位）
・地域内のつながりをつくる
・まずは小さな集い、年に一度くらいやってみる
・大きな集まりなど顔の見える関係づくり

（1年位～）
・地域の情報の共有をしよう
・車の手配を明確にして送迎の体制をつくる
・茶屋などの交流の場をつくる

（３年位～）
・個人個人が協力の精神を持つように
・泉川団地に住んでいる人も地域に巻き込んでいく

【時間がかかりそうなこと】

上区 理想の地域像に向かって進んでいくためのタイムスケジュール


